










要約:(1)遺伝相談システムに関する研究,(2)発症前診断の精度向上,(3)遺伝性(先天異常)

疾患に罹患した患児の生活管理・指導体制の検討,の 3課題について研究を行った。(1)で

は遺伝相談の実態調査を行い、それを通じて遺伝相談の医療に占める役割を強調した。(2)

ではいくつかの疾患について発症前診断,保因者診断の可能性を証明した。(3)ではいくつ

かの遺伝性代謝病及び Down 症の患者について、診療指針決める基礎データーの収録を行

った。


